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＊初めに
17世紀に書かれた『クレーヴの奥方』La Princesse de Clèves（1678）の著者、
ラファイエット夫人 Marie Madeleine Pioche de la Vergne, la comtesse de La
Fayette は、自らを描写したポルトレ portrait において、彼女の性格を次のよう
に語っている。
「私はメランコリック mélancoliqueで、孤独を好みます(1)。」
さらにジャン・メナール Jean Mesnard は同作品の彼の校訂版の序論において、
作品の本質について以下のように述べている。
「何よりもまず、ラファイエット夫人はその作品において多彩な輝きを放つ宮廷社
会、恋愛の感動的な世界としての人間社会の誘惑を描いて私たちの心に深い印象を
残すのである。しかし同時にその社会の欺瞞的な体裁を告発し、その虚栄を示しも
する。このコントラストがメランコリの雰囲気をかもし出し、悲劇性を生じさせる
のである(2)。」
それでは mélancolique な作者の性格と mélancolique な作品の世界は共通の要素
をもつと理解されるのだろうか。それには、作者の言う mélancolique とはどの
ような意味をもつのか、また作品中の登場人物にメランコリはどのように現れ
ているのかを、知る必要があるだろう。そして最終的にメランコリがこの作品
の理解の鍵となりうるのかを問うことができると考えられる。実際には
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« mélancolie »、« mélancolique »という語彙はこの小説では使用されていないが、
本論においてはクレーヴ公、ヌムール公そしてクレーヴ夫人の人物像をめぐっ
てこの主題を考察する(3)。
本題に入る前に、« mélancolie »という語について簡単に述べておくと(4)、そ
の起源は古代ギリシャの哲学者による人間の気質の定義にある。紀元前 4 世
紀にヒポクラテスが書いたと推測されている著作に現れ、古典ギリシャ語では
melankholia という kholê（bile）と mêlas（noir）の合成語で、当時の人体を定
義するための用語であり、フランス語にすると文字どおり« bile noire »［四体液
の一つで黒胆汁］すなわちメランコリ mélancolie［鬱病、鬱状態］を意味する。
3 世紀にラテン語に翻訳—melanchol ia—され、12 世紀にフランス語に
« mélancolie »という発音で現れる。17 世紀のフランスにおいてもなおその定
義は変わらず援用されていた。同時にメランコリという状態についての定義が
ある。ヒポクラテスによって初めて定義されたその状態とは、「悲しみと恐れ」
である。さらにアリストテレスの『問題集』第 30 巻に憂鬱の定義とそれに関
する記述がある。アリストテレスはこの鬱状態の人を病気という視点からでは
なく、天才という視点から考察している。「哲学であれ、政治であれ、詩であ
れ、或いはまた技術であれ、とにかくこれらの領域において並外れたところを
示した人間はすべて、明らかに憂鬱症（mélancoliques）である(5)。」つまり思想
的芸術的創造がこの性質の人から生まれるということである。17 世紀前半に
いたってもこのような知識は普及していた。
＊『クレーヴの奥方』主要登場人物とメランコリ
クレーヴ公
小説の初めにあるクレーヴ公の紹介は、他の登場人物についてと同じような
貴族に対する形容のあとに、彼の特徴として、その若さにふさわしい溌剌さよ
りも思慮分別 prudenceを備えていると告げる。
「クレーヴ公と呼ばれた（ヌヴェール公の）御次男は、その家名の栄誉に恥じない
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立派な方で、勇敢で品格のある輝かしい人であるだけでなく、若さに似合わぬ思慮
分別のある方であった(6)。」（p.48）
作品の全編を通して、クレーヴ公が明朗な性格で周囲を和ませるような場面は
一度もない。いつもなにか心配そうで、ひたすら誠実で優しい人として描かれ
ている。上記の引用のとおり、彼の物静かで内向的ともいえる性格が本人を定
義している。このような彼の性格については、その後の物語の中で驚くような
変化もなく、また新しい面が知らされることもない。ただ彼の生来ともいえる
慎重さが、愛する女性であり将来の妻であるシャルトル嬢、すなわちクレーヴ
夫人との愛情関係において、幾度となく具体的に描写されることによって強調
されていくことになる。当初は格別な暗さも感じさせない彼の不安が、次第に
やや病的な、確たる根拠のない不安となり、彼に嫉妬心が芽ばえると、より強
い脅迫的な不安と猜疑心になっていく。
一目ぼれをした相手のシャルトル嬢に結婚を申し込む前には、シャルトル夫
人の自尊心が長男でない男に娘を嫁がせるのを嫌がるのではないかと恐れる
が、それは恋ゆえの弱気からであって根拠のある恐れではなかった(7)。結婚の
申し込みが承諾されても、完全には喜べなかったのは、彼女に愛されていない
のではないかという恐れのせいで、愛されぬままに結婚するよりもただ好かれ
ているだけの方がましだと思っていた。「彼の感情は、彼女が自分の意志では
なく母親の命令に従って結婚を承諾するのであれば自分は永遠に不幸であると
思わせるようなもの」（p.63）だと本人にも訴える。クレーヴ公が婚約者に
「あなたは待ちどおしさも不安もせつなさも感じていない」（p.65）と言って責
めるのは、その正反対の自分と比べているのであり、それが彼を不安にさせて
いるのである。さらに結婚してからも、夫という立場の特権で得たものではな
く、それ以上のものを求めていた。夫婦円満ではいたが、妻の気持ちにひどく
不安を感じていて、それは嫉妬とは全く関係のない不安であった(8)。妻が本当
の理由－恋するヌムール公を避けるため－を言わずに田舎に移りたいと言う
と、彼は自分に原因があるのではと心配をする。「私はむしろ、あなたが私と
別れて暮らしたいと思っているのではと不安です。」（p.160）このような漠然
とした印象から抱いていた不安も、いったん妻から他の男に恋心を抱いている
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と告げられると(9)、その相手の正体を突き止めたいという脅迫観念に発展する。
「彼は妻になんとかして相手の名を言わせようとし」て（p.164）、無駄だと知
ると、失われた妻の肖像画のことを思い出して、彼女がその相手に与えてしま
ったのだと（半分正しい）憶測をする(10)。彼の想像力が嫉妬を掻き立てる。そ
の嫉妬は見えない相手の正体を知るための画策もする(11)。うその情報で妻を試
すことによって終に相手の名を知ると、今度は二人の関係について想像をめぐ
らして不安をつのらせる。
「私は今まで自分で思っていたよりも不幸なのです。私はどの男よりも不幸な男で
す」（p.198）「私にはもはや心の安らかさも、理性も残っていません。クーロミエ
であの告白を聞いたあとどのように生きながらえてきたかも分かりません。」
（p.199）
彼らは何度も話しあい、信頼を確かめ合うのだが、ヌムール公が告白を偶然に
盗み聞いたことを軽率にも宮中で話してしまったことから、夫は妻が自分で話
したと思い違いをする。このように妻の潔白と貞節を誓う言葉を信じようとす
る彼の意志も、偶然がもたらす誤解によってくじけ、妻の行動を隠れて監視さ
せるという手段までを選び(12)、従者が報告を終える前に彼は全てを聞きたくな
いと遮ってしまう。
「もうよい。それで十分だ。私にはもうそれ以上ことをはっきりさせる必要はない。」
（p.211）
すなわち、報告にはない決定的な不貞を憶測して、彼は妻に裏切り者の烙印を
押す間違いを犯すのである。こうして夫婦の相互信頼の確立の努力は夫側の嫉
妬によって挫折する。このようにお互いの信頼を確かめ合う男女の関係につい
て、マルク・フュマロリ Marc Fumaroli はピエール・コルネイユ Pierre
Corneille の戯曲『ル・シッド』Le Cid の主人公のカップル、ロドリグ Rodrigue
とシメーヌ Chimène に認められる相互間の高い評価に基づいた強い信頼関係
で結ばれた「天賦の秘蹟」sacrement naturel の例をとりあげている(13)。彼らの
間には嫉妬さえも生まれる余地がない。反対に『クレーヴの奥方』では、その
強い絆が完全でなかったためにクレーヴ夫妻の関係は崩壊する。さらに、クレ
ーヴ公の間違った想像が招く結果は、彼の絶望による死の病である。潔白の釈
明をする妻にむかって、夫は生きる気力を失ったことを告げる。
「もうあまりにも死が近いように思えるので、この世を惜しむような気になること
は何も知りたくはないのです。」（p.215）
彼は「真相を知るのが遅すぎた」とは言うものの、実際には正真正銘の事実を
知ろうとせずに、彼の想像力のなせるままに悲観的に物事を解釈し続けた結果
である。それは彼自身が人生を肯定的に生きることを拒否したとも考えられる
のである。否定的なことに真実を認めようとする彼の慎重な心理と行動、そし
て最後の無気力感は、mélancolique な人の悲しみに支配されたペシミストな特
徴である(14)。生きることの苦悩—le mal de vivre—はクレーヴ公の生来の気質の
せいなのだ。マルク・フュマロリが、クレーヴ公が失恋の悲しみ chagrin
d’amour によって死んでいくのは、メランコリに支配された人々が自滅してい
くイタリア・スペイン・フランスにおける 16、17 世紀の文学の系譜に由来す
ると指摘しているとおりである(15)。ところで、17 世紀の初めに出版されたオ
ノレ・デュルフェ Honoré d’Urfé の『アストレ』Astrée（1610）の第一巻は、
このクレーヴ公のほぼ自滅的な死に近いエピソードで始まる。登場人物の羊飼
いセラドン Céladon は恋人アストレ Astrée にもはや愛されていないと間違っ
て思い込み、リニョン川に身を投げて自殺をはかる(16)。このエピソードにおけ
るメランコリックな想像 imagination mélancoliqueを研究したローレンス・ジャ
ヴァリニ Laurence Giavarini によると、『アストレ』における名詞
« imagination »あるいは動詞« s’imaginer »は誤った想像（をすること）を意味す
る(17)。つまり主人公の羊飼いセラドンは愛のもたらすメランコリによって誤解
をし、自殺行為に走る。同様にクレーヴ公の絶望はその「間違った想像」
fausse imagination のもとに生まれている(18)。理性によるはずの思慮分別は、妻
に騙されまいと思うあまり自らの嫉妬に悪用され、間違った想像を促進し、そ
の結果の悲しみが彼自身を滅ぼしてしまったのだ(19)。しかしながら、彼の悲し
みと絶望は決して狂気には至らない(20)。
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「彼はそれでもなお数日の間病と戦ったのち、立派な態度 une constance admirable で
死を迎えた。」（p.216）
クレーヴ公は最後まで節度を守った態度で死を迎える。それが、愛に裏切れた
悲しみによって死に至るこの登場人物の、宮廷人としての名誉を救っているの
である(21)。
ヌムール公
ヌムール公はもともとクレーヴ公とはまったく違った気質と、天性のものを
もつ理想的な宮廷人として小説冒頭に紹介される。
「このヌムール公という人は、神の造化物の傑作とも言える人であった。この世で
最も姿の美しい人であることなど、この方の素晴らしさのなかでは最も取るに足ら
ないことであった。他の誰よりもこの方が優れていらっしゃるというのは、その並
外れた勇気と、才気や表情や身のこなしに自ずと現れるこの人独特の魅力のせいで
あった。それに殿方にも貴婦人にも同様に好かれる快活さをそなえており、全ての
武芸に途方もなく長けていて、その着こなしは皆が真似してみたがりはするがとて
もそれには及ばない。どこに行っても皆の目がこの方だけに集まるような雰囲気を
もつ方であった。」（p.49）
「分別がある」ということだけで終わってしまうクレーヴ公の描写に比べて、
ヌムール公がいかに華やかで快活な人物であるかを語り手は伝えている。そし
てさらにヌムール公の女性関係の華やかさも念を入れて紹介されているので、
彼の人物が mélancolique な気質とは元来ほど遠いことがよくわかる。実際に、
ヌムール公がクレーヴ夫人に一目ぼれをして一途にその思いに走り始めても、
物語の終盤に至るまで、彼の言動も行動も、常に目的志向であり、積極的かつ
実利的である。しかしながら、クレーヴ公の死の後、未亡人が喪に服して、ま
ったく宮廷に現れず、自宅に引きこもってしまうと、ヌムール公は宮廷に出仕
することもなくなり人々との交際を忘れてしまったようになる。クレーヴ夫人
は友人から「あの方はすっかり女性とのお付き合いから遠ざかってしまわれた
ようです」（p.218）と聞かされる。そして、彼はクレーヴ夫人の自宅のそばに
匿名で部屋を借り、彼女の家の窓と庭を眺めるか、パリ郊外の庭園の片隅の東
屋で夢想にふけって日々を過ごすようになる。そこで偶然散歩に来たクレーヴ
夫人が見たのは「縁台の上に横たわった、深い物思いに沈む男はヌムール公そ
の人であった」。（p.219）近づいてきた人々の物音で立ち上がると、それがク
レーヴ夫人の一行であることにも気づかずに、お辞儀をしてさっさと立ち去っ
てしまうほど、恋する人への思いに心を奪われて、行動力も社会性もなくした
その姿を「社会における死」une mort au monde とベルナール・ブニョ Bernard
Beugnot は指摘している(22)。縁台に横たわって夢想している彼のポーズが、絵
画に現れる、片手に頬をのせてぼんやりと虚空を見つめる mélancolique な人の
姿であろうと読者に思い描かせたのではないだろうか(23)。この出来事の直後に
ヌムール公は、この無気力な状態を脱して、再びクレーヴ夫人を陥落する方法
を思案し実行に移すので、この人物の生来の行動的な性質が蘇る。彼のメランコ
リは情念の影響による一時的状態にすぎないらしい。物語の結末においても、
恋人の隠遁に絶望した彼はしばらく「あきらめきれずに、夫人の決意を変えさ
せようとあらゆる手をつくした。けれども、そのまま何年かが過ぎて、終に歳
月と不在が彼の苦悩を和らげ、その恋の炎を消し去ってしまった。」（p.238）
つまり彼は最終的にはこの悲恋のあともよく生き延びたのである。不幸になっ
たとは書かれていない。悲しみもメランコリも消えうせてしまったのだ。そし
て、輝かしく魅力と才能にあふれる非の打ちどころのない宮廷人である彼の本
来の姿に戻ったということなのであろう。この人物の性格づけは、同じく 17
世紀のスキュデリ嬢 Mademoiselle de Scudéry の小説『クレリ』Clélie（1654）
における、恋人として理想的な女性像談義の中で mélancolique な女性に対抗す
るタイプとして登場する「陽気な女性」enjouée の特徴に当てはまりやすい(24)。
女性ではなく男性ではあるが、クレーヴ夫人に熱中する前のヌムール公はまさ
にこのタイプの人であった。つまり華やかで陽気で愛想がよく、よく笑い、歌
唱舞踏にすぐれ、せつなさのない楽しい恋愛をする人ではあるが、いったん会
わなくなるとただちにすっかり相手のことを忘れてしまい、嫉妬をすることも
少ないどちらかというと冷めた性格である。そのために本当は誰を好きなのか
が分からず沢山の相手と恋をする傾向にある(25)。しかしヌムール公は段々クレ
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ーヴ夫人への恋にのめり込んでいくと、しばらくは mélancolique になる。それ
がまた、月日がかかったとしても最終的にはこの恋を忘れてしまったのであり、
それこそ主人公が恐れたことであった。そのようなヌムール公は、生来の
mélancoliqueな人ではなかったと言えるであろう。
クレーヴ夫人
それではクレーヴ夫人においては、メランコリはどのように認められるのだ
ろうか。年若い主人公からはもともと快活という印象は受けない。むしろ控え
めな性格である。物語の冒頭で、クレーヴ公は思慮分別 prudence があると描
写されているが、彼女はその謙虚さ modestie と誠実さ sincérité が際立った女
性として紹介されている。実際、シャルトル嬢の美しさだけでなく、その謙虚
さがクレーヴ公の心を打った。
「公は姫の美しさと、その立ち居振る舞いの中に認めた謙虚なご様子に大変感動し
て、その瞬間から激しい恋心と大きな尊敬を抱いたと思われるのだった(26)。」（p.56）
さらに、その類まれな誠実さが、実の母親さえも驚かせた。
「シャルトル夫人は我が娘の誠実さに驚嘆した。それももっともなことで、これほ
どのしかも生まれもっての誠実さをもつ人は他にはいないのだった(27)。」（p.68）
このような性格のシャルトル嬢は、クレーヴ夫人になると宮廷での人付き合い
もよくするが、彼女の家柄や美貌にひかれて誘惑しようと近寄ってくる地位の
高い男たちにもなびくことはない。母親の言うとおり夫を愛し、夫に愛される
良き妻であろうとひたすら努める。そんなシャルトル嬢は、いつも慎ましやか
で、陽気に振る舞う描写もない。わずかに、ヌムール公と二人で偽の手紙を書
くことになった時に、恋のときめきを感じて晴れやかに振る舞うだけである(28)。
それでもたまに偶然に会うヌムール公との間に交わされる視線や会話の中に含
ませられた二人だけが了解するコミュニケーションにおいて、想像力と洞察力
がある(29)。それ以外の時には、いつもヌムール公に対する気持ちに不安を抱い
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ていて、夫にそのことを見透かされたような指摘をされるほどである。
「あなたはしばらく前から孤独を好むようになったので私は驚いているのですよ。
そのおかげで私たちは前より顔をあわせなくなってしまっているので悲しい思いを
しています。あなたは前よりもずっと悲しそうにさえ見えますよ。」（p.160）
それ以降も夫の死を経験すると自宅に閉じこもり、世間との交わりも絶って物
思いにふけって暮らす。しかしそのようなクレーヴ夫人は、必ずしも、受身で
消極的なだけの女性ではない。愛に対して非常に慎重であり、夫と心の恋人の
両方に公平である。ヌムール公の真面目な愛を評価しもするが、夫に疑惑を与
える原因となった彼の軽率な行動、さらに彼女の一方的な信頼を裏切ったこと
を批判することにも熱心である。夫に対しては、他の男性への恋心を告白した
り、夫の間違った疑いを晴らし信頼を回復しようとする勇気もある。しかしな
がら恋する男性を避けるために宮廷から身を引こうとするのは、恋の成就や宮
廷の華やかな生活よりも「心の平安」le repoを保つことを優先するからである(30)。
クレーヴ夫人の思慮深さ、物事の観察力と洞察力、そして彼女が孤独を好むの
は彼女の性質の mélancoliqueな面が影響を与えていると考えられる。
この主人公については、多くの研究者がその性格の繊細さ、複雑さを指摘し
ているが、非常に興味深いのは、ノエミ・エップ Noémi Hepp による、スキュ
デリ嬢の小説『クレリ』（1654-1661）における理想的な女性像とメランコリに
ついての研究において、クレーヴ夫人がスキュデリ嬢の描く mélancolique な女
性像にあてはまる女性像として引用されていることである(31)。この研究者によ
ると、古代からそれまで男性にのみ認められる性質としてのメランコリについ
て女性がとりあげられるようになるには 1632 年をまたなければならなかっ
た。女性のメランコリはその年デュボスク Du Bosc が著わした『オネット・
ファム』L’Honneste Femme において触れられているが、賢い女性の性質の一
部としてあげられているだけであり、デュボスクはメランコリは征服者や哲学
者を生むために自然が用意したとは言っても、明確に女性にメランコリがあり
うるとは言っていない。ところがその 30年後、スキュデリ嬢がその『クレリ』
第一部の第 2 巻で、3 人の男性に、恋愛関係を結ぶのに最も良いタイプの女性
を、三つのタイプ－「陽気な女性」enjouée「高慢で気まぐれな女性」fière et
capricieuse、「メランコリックな女性」mélancolique －のなかで決めるという議
論をさせている。主人公のクレリ Clélie に代表されるこの 3 番目のタイプは
彼女を慕うセレル Célère によって次のように定義される(32)。このタイプの女性
は陰気で、不機嫌で、不愉快で、粗野な気質なのではない。ここでいうメラン
コリとは穏やかで、魅力的な、それも喜びを厭わず、優美で分別があるならど
んな気晴らしとも相容れるようなメランコリのことである。すなわち悲しみと
このメランコリは異なるのであり、女性を、激しく愛することができる人にす
る。彼女のまなざしには情熱と苦しい恋心があふれている。その心は広く、寛
容で優しく、感じやすい。彼女はささやかれた愛の言葉や、そのメッセージを
託された音楽さえにも感動し、忘れることがなく、そのことを恋人に分からせ
ることにも長けている。手紙についても同様で、何度でも読み返し想像をふく
らまして何度でもいろいろに味わうことができる。彼女は情熱をもって愛され
ることを欲し、恋人の愛が十分ではないといって嘆く。彼女は嫉妬深い。彼女
には礼儀正しく愛情を示さなければならない。恋人に対しても、彼女は気高い
心の持ち主であるが、とても慎重なのでなかなか心を許さず、少しずつ心を開
いていくうちに、ある時どうしようもなくなって思いきったように心を許す。
だから軽率に恋をすることはない。そして情熱的で mélancolique な女性は、い
つも恋人のことで頭が一杯であり、彼にいつでも会えることができていたい。
そのくせ、心に言うことが沢山あるのに決して恋人には言わないので、恋人は
喜びと不安が入り混じった気持ちになり、その両方を交替に味わうことになる。
彼女は心を捧げる時は完全に与え、心を他の人にうつすことは絶対にしない(33)。
要約すると、このタイプの女性は愛することへの堅実さと熱心さ、愛の言葉—
langage—の発明と運用における才能、激しくとも節度があり、控えめである
ゆえに神秘的で、特にその唯一の愛への忠誠が長所であり特徴でもある。彼女
は情念の赴くままでなく意志と理性によって愛そうとするのである。以上の要
素をみると、確かにクレーヴ夫人はノエミ・エップが主張するようにスキュデ
リ嬢の描く mélancolique な女性像に当てはまるところも多い。しかしながら、
スキュデリ嬢の定義と実際のクレーヴ夫人のメランコリの間にある乖離から判
断すると、クレーヴ夫人は『クレリ』において定義されている mélancolique な
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女性よりもさらに豊かな局面をもった、自分の考えと意志をもって行動する女
性であると考えられる。
物語の結末では、最終的にクレーヴ夫人はヌムール公の愛の永遠性を信じる
ことができずに、彼の求婚を拒む。この結論を伝える最後の二人の会談におい
て、率直に真意を語る夫人を彼は理解することができない。いくら熱心にヌム
ール公が夫人を追い求めても、彼女はヌムール公の愛の本性に信頼をおくこと
ができない。つまり、上述したマルク・フュマロリの説く「天賦の秘蹟」
sacrement naturel の欠如がもともとの原因である。だからこそ、嫉妬が生まれ、
主人公は悩み苦しんだのである。クレーヴ夫人とヌムール公の関係においては、
バロック期の愛の理想である「愛情地図」Carte de Tendreの終点に二人が至る
ことはないのである。このクレーヴ夫人の喪失感と、自分の価値観に従う意志、
現実と妥協して社会にとどまり恋する男性と生きていこうとする妥協の欠如
は、スキュデリ嬢の描く男性にとって「もっとも愛するのに良い女性」« la
plus propre à aimer »であり「愛されるのがより楽しい」il est plus doux d’être
aimé 女性であるという議論における mélancolique な女性像にはあてはまると
は考えられない(34)。その複雑さをました性格と真実の愛に対する幻滅への妥協
のない意志が『クレリ』に描かれる「穏やかなメランコリ」mélancolie douce
とは一線を画するのである(35)。我々にはむしろクレーヴ夫人は伝統的な、孤独
な存在としての mélancolique な人の姿に近いと考えられる。つまり、夫と恋人
の両方を失い、隠遁生活に入り、孤独な生活を送る主人公の晩年は、ジョン・
D ・リヨンズ John D. Lyons の定義する 17 世紀のメランコリのありよう、す
なわち「メランコリは他者との関係の喪失に結びついている。17 世紀におい
ては、この喪失は意図しないもの（対象者の死亡や失恋の結果）でも意図的な
ものでもありえた。要するに mélancolique な人々は孤独を求めていた」という
ことに一致するのである(36)。主人公が来世へつながる世界とこの世のかたすみ
の間に漂うように隠遁の生活を送る結末が、宗教的な意図—conversion—の有
無を問わずとも、クレーヴ夫人のメランコリを感じさせる。
「クレーヴ夫人はもとの生活に戻るようなようすは全く示さずに、一年のうち半分
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をこの修道院で、そして残りを自宅で過ごしたのであった。それは最も厳格な戒律
の修道院でよりもさらに敬虔な暮らしを営む隠遁の生活であった。そして、かなり
短くはあったが、彼女の一生は他に例を見ない徳の模範を残したのであった(37)。」
（p.238－ p.239）
しかし、彼女の生来の謙虚さ modestie と誠実さ sincérité、そしてこの隠遁を自
ら選んだ彼女の意志が、このメランコリを敗北的な死につながるものとはせず
に、個人的な、品位を保った精神を維持しようとする死を前にした態度を可能
にするとも考えられるのである(38)。
クレーヴ夫人の一生がこうであったのは、もちろん彼女の性格だけでなく、
彼女の生まれた社会と人生の出来事（夫とそれに続くヌムール公との出会い等）
に影響された結果である。物語の舞台が 16 世紀のヴァロワ王朝の宮廷であっ
ても、著者が実際には 17 世紀の貴族社会のメンタリティーを書き写したのは
周知のことであり(39)、ボスュエ Bossuet の『アンリエット・ダングルテール追
悼祈祷』Oraison funèbre de Henriette d’Angleterreの冒頭があまりにも知られた
例として引用される、この時代のヴァニテ vanités に対する鋭い感性が作品の
世界を創っている(39)。そしてこのヴァニテに象徴される世界において求められ
る人間の尊厳をこの作品は描いている。三人の主要な登場人物を視点とすると、
そこでは、情念のために真実の愛に絶望するクレーヴ公は生来の mélancolique
でありそれゆえに死に至る人と描かれ、ヌムール公はその対極にある快活な、
一時的には恋のために mélancolique にもなるが、最終的には輝かしい宮廷社会
において未来へと向かう生を体現する人物像である。 それに対して、主人公
の人物像はこの両者のコントラストの中で、多くの出来事と苦悩を伴う反省を
経た後、どちらの側にもとどまらず「心の平安」le repos という明鏡止水の境
地に自らを導く道を見出していく(41)。彼女のこの精神的創造性は、古代の哲学
者が選れた男性の素質の源と見なしていたメランコリに由来し、17 世紀にな
ってスキュデリ嬢により賢明で誠実な mélancolique な女性の存在が認められる
と、それを契機にクレーヴ夫人のような誠実であるゆえの個人の魂の自由の探
求－俗社会に留まる義務のない寡婦には許された隠遁生活の選択－に昇華した
ものだと考えられるのである(42)。
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『クレーヴの奥方』の著者であり、その他にも若い時から幾編もの作品を残
したラファイエット夫人であるが、彼女自身の mélancolique な性質が、彼女を
文学作品の執筆という創造的な方向に向かわせたのは想像に難くない。その作
品におけるクレーヴ夫人が、作者とは異なる人生だが、mélancolique な人に与
えられた創造的素質を想起させるような人生を歩んだと考えることも同様にで
きるであろう。そしてその人生は、17 世紀の人々の現実と理想とは言えなか
ったとしても、作品の最終行が主張するように、賞賛と尊敬に値するものであ
ったはずである。
以上の考察を経てこの作品に認められるのは、17 世紀の他の作品に表れた
メランコリと『クレーヴの奥方』の登場人物におけるメランコリの近似性と相
違、そして『クレーヴの奥方』の最終部におけるこの作品独自の新しい展望の
可能性である。つまりこの小論の冒頭に見たジャン・メナールの述べる作品世
界全体における「メランコリの雰囲気」と、三人の主要登場人物の織り成すそ
れぞれのメランコリが作り上げる内部構造が、この小説をある結末でおわる直
線的な物語ではなく、新しい展望のもとに他の次元に発展していく作品に高め
ているのでないだろうか。
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(  2) « Essentiellement, Mme de Lafayette nous rend profondément sensibles à la séduction
du monde, le monde chatoyant de la cour, le monde émouvant de l’amour ; mais elle en
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(15) Marc Fumaroli, op.cit ., p.434. ルネ・ジラール René Girard がその著書
Mensonge romantique et vérité romanesque において示唆した« désir triangulaire »の図
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(17) ローランス・ジャヴァリニ Laurence Giavarini が『アストレ』のこのエピソー
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mort mélancolique を表す絵画の幻視によってカタルシスの経験をした後に、アス
トレとセラドンがお互いの真実の愛を確信することによって解消されるという
「幸福な解決」heureuse solutionを迎える。参照： Laurence Giavarini、op.cit. p.172-
177.
(19) 『アストレ』第一巻とほぼ同時期に出版された『信仰生活序論』L’Introduction
à la vie dévote (1609)において著者聖フランソワ・ド・サル Saint François de Sales
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mélancolique な人を批判し、その予防と矯正には意志をもって日常生活のなかで
信仰に励むようにと説くのである。OEuvres complètes de François de Sale,
l’Introduction à la vie dévote, tome II, IV, chapitres XI et XII, Paris, Editions Les Belles
Lettres, 1961, p. 146-152. この二つの作品はマルク・フュマロリとジョルジュ・ミ
ノワ Georges Minois によって 17 世紀初頭フランスにおける反メランコリの国民
的体質改善を目指した著作の具体的な典型例として挙げられている。参照： Marc
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(20) 『クレーヴの奥方』において、友人サンセール Sancerre が彼の秘密の愛人ト
ゥールノン Tournon 未亡人の死と裏切りをほぼ同時に知り、狂ったように嘆き悲
しむ様子を、クレーヴ公は« Je lui [à Sancerre] dis que [...] je ne le plaindrais plus s’il
s’abandonnait au désespoir et s’il perdait la raison »と言って批判している。参照：
Philippe Sellier, op.cit., p.101.
(21) しかしながら、注（19）に記したようなメランコリ批判の教訓はクレーヴ公
においてはいかされていない。個人の尊厳を守ろうとする努力は死を前にした態
度のためであり、生きるためではない。
(22) Bernard Beugnot, « Poétique de la rêverie » [ in ] la Mémoire du texte, Paris, Honoré
Champion, 1994, p.390. ベルナール・ブニョ Bernard Beugnot はこの論文で愛の夢
想がメランコリの特質を表現していることを解説している。
(23) 中世から絵画においては mélancolique な人物の姿はしばしば座った姿勢で描
かれているが、非常に興味ぶかいことに、1594 年ごろに制作された、ニコラス・
ヒラード Nicholas Hillard のヘンリ・パーシー Henry Percy の肖像は、ヌムール公
のこの場面の姿と同じ姿勢に描かれている。日本画でいう涅槃図の姿勢である。
参照： Hélène Prigent, op.cit., p.60. また、スキュデリ嬢の小説『クレリ』には恋
をする心がメランコリに占められているという哀歌—élégie—が現れる。« Sortez
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critique par Chantal Morlet-Chantalat, Paris, Honoré Champion, 2005, p. 348.
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よりもかなり後になる。20 歳代のラファイエット夫人は熱心な『クレリ』の読者
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(25) Madeleine de Scudéry, Clélie, histoire romaine, première partie (1654), édition
critique par Chantal Morlet-Chantalat, Paris,Honoré Champion, 2001, p.422-434.
(26) « Il demeura si touché de sa beauté et de l’air modeste qu’il avait remarqué dans ses
actions qu’on peut dire qu’il conçut pour elle dès ce moment une passion et une estime
extraordinaires. » (nous soulignons) Philippe Sellier, op. cit., p.56.
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偽手紙の共同執筆のエピソード、そして物語の各所に交わされた二人の会話ある
いは沈黙。ノエミ・エップ Noémi Hepp も主人公のこの能力を指摘している。
« Elle a aussi un sens aigu des langages secrets et des symboles de l’amour. » Noémi
Hepp, « A propos de la Clélie : Mélancolie et perfection féminine » [ in ] Mélanges offerts
à Georges Couton, Lyon, Presses Universitaires de Lyon, 1981, p.167. 
(30) « Ayant touvé que son devoir et son repos s’opposaient au penchant qu’elle avait
d’être à lui, les autres choses du monde lui avaient paru si indifférentes qu’elle y avait
renoncé pour jamais.» Philippe Sellier, op. cit., p.238.
(31) Noémi Hepp, op. cit., p.161-168.
(32) Madeleine de Scudéry, Clélie, histoire romaine, première partie (1654), op. cit.,
p.422-434.
(33) ノエミ・エップによると、これらの定義はアリストテレスの定義を本質的に
は外れないようにしながら 17世紀の女性に求められていた徳の規範と折衷して多
様化したもののようである。Noémi Hepp, op. cit., p.165. 
(34) Madeleine de Scudéry, Clélie, histoire romaine, première partie 1660, op. cit., p.422 et
p.427. ノエミ・エップは前述の論文で、スキュデリ嬢の描く mélancolique な女性
を「バロック期の理想主義」l’idéalisme baroque、クレーヴ夫人を「古典期のレア
リスム」le réalisme classique的人物像と呼んで、クレリに対して妹にあたるクレー
ヴ夫人は前者の進歩した姿という評価している。Noémi Hepp, op. cit., p.167.
(35) ちなみに、シャンタル・モルレ－シャンタラ Chantal Morlet-Chantalatは、スキ
ュデリ嬢がいずれを支持していたかという問題は保留しながら、「陽気な女性」
enjouée と「mélancolique な女性」の対立は新世代人 modernes と伝統に固執する
人々 anciens の対立を表し、『クレリ』全体を構成する二極対立の図式の一局面で
あるとみなす。Chantal Morlet-Chantalat, La Clélie de Mademoiselle de Scudéry, de
l’épopée à la gazette : un discours féminin de la gloire, Honoré Champion, Paris, 1994,
p.193.
(36) « Nous savons que la mélancolie [...] est associée à la perte de l’autre. Au dix-septième
siècle cette perte pouvait être involontaire (conséquence d’un deuil ou au refus d’une
requête amoureuse) ou volontaire. En effet, les mélancoliques cherchaient la solitude. »
John D. Lyons, « De temps à autre : mélancolie et “solitude” » , [ in ] XVIIe siècle, n° 180,
juillet-septembre '93, 45° année N° 3, Paris, PUF, 1993, p.436.
(37) « Madame de Clèves vécut d’une sorte qui ne laissa pas d’apparence qu’elle pût jamais
revenir ; elle passait une partie de l’année dans cette maison religieuse et l’autre chez elle,
mais dans une retraite et dans des occupations plus saintes que celles des couvents les plus
austères ; et sa vie, qui fut assez courte, laissa des exemples de vertu inimitables. »
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『クレーヴの奥方』におけるメランコリ
Philippe Sellier, op. cit., p.238-239.
(38) マルク・フュマロリはクレーヴ夫人の隠遁生活の選択を、情念による愛から
の自己解放、メランコリのメカニスムを断ち切った「自由で断固たる決断」であ
り、孤独と悲しみの生活に昂然と身を投じたとして評価している。従ってフュマ
ロリはこの結末を悲劇とはとらえず、メランコリによる悲劇はクレーヴ公の死に
とどまるとする。Marc Fumaroli, op. cit., p.432.
(39) ラファイエット夫人のレシュレーヌ Lescheraine への手紙［1678 年 4 月 13 日
付け］で、彼女がこの作品について自ら語っている。« Et surtout, ce que j’y trouve,
c’est une parfaite imitation du monde de la cour et de la manière dont on y vit. » Madame
de La Fayette, Oeuvres complètes, op. cit.,p. 622.
(40) Introduction à La Princesse de Clèves, Philippe Sellier, op. cit., p. 32-33. さらに、
ジャンセニスムの運命予定説による影響、イエズス会の禁欲の教えに従うことの
苦悩ということからも、ペシミスムの傾向は 17世紀において消し去られることは
なかった。Georges Minois, op.cit., p.182-185.
(41) エドヴィージュ・ケレ－ラベ Edwige Keller-Rahbé は、この図式は、17 世紀の
死やヴァニテ vanités を主題とした、もしくはそれを隠し持つ絵画、および物語作
品において同様に見いだすことができるとしている。« Les objets qui symbolisaient
la mort en peinture sont transposés dans le roman, où ils apparaissent comme autant de
signaux narratifs dont le rôle est de faire sentir les effets inexorables du temps sur le héros :
au triomphe de la décomposition de toutes choses il répond par la « sérénité » ou la
« mélancolié » , ainsi que par l’éternité de son repos. [...] La clausule de La Princesse de
Clèves ne renvoie-t-elle pas au silence, à la « vie coye?  »  Edwige Keller-Rahbé, « Vanité
et création romanesque dans la seconde moitié du XVIIe siècle » [in] Littératures
classiques n° 56 – automne 2005, Paris, Honoré Champion, p.259.
(42) それにはクレーヴ夫人の隠遁直前の、重病による生死の間をさまよう体験が
不可欠であったのではないか。この死の経験とメランコリの関係の問題について
は別の機会に取り上げたい。
－ 52 －
